
創
立
	
1
9
6
4
年

6
月

1
6
日

認
証
	
1
9
6
4
年

1
0
月

1
9
日

第
2
5
1
0
地

区
	
第

1
1
グ

ル
ー

プ

四
つ
の
テ
ス

ト
・

・
言

行
は

こ
れ

に
照

ら
し
て

か
ら

… 	
・

1
	
真
実
が
	

ど
う
か

2
	
み
ん
な
に
公
平

か
3
	
好
意

と
友
楕

を
深

め
る
か

4
.
み

ん
な
の
た
め

に
な

る
か
	
ど
う
か

4
0

(
3
6
)

(
広

告
掲

載
:
増

山
	
	
:
E
会

員
)

ヽ
_
′

ロ
ー
タ

リ
ー
と
は

・
□
―
タ

リ
ー
は
.
事

業
お
よ
び
専
門
職
務
に
携
わ

る
人

々
の
世
界

的
奉
仕

団
体
で
す
.
□

―
タ

リ
ー
は
.
人

道
的
な
奉
仕
を
行
い

.

あ
ら
ゆ

る
職
業
に
お
い
て
高
度
の
道
徳
的
水
準
を
守

る
こ
と
を
奨

励
じ
.
世

界
理
解

と
平
和
を
目
指

し
て
尽
力

し
て
い
ま
す

.

・
□
―
タ

リ
ー
は
.
世

界
で
最
初
の
奉
仕
ク
ラ
フ
で
す
。
最
初

の
□

―
タ

リ
ー
・
ク
ラ
フ
は
.
つ

∞
=
2
月

2
3
日

|
こ
.
米

国
イ
リ
ノ
イ
州

シ
カ
ゴ
で
倉
」 立

さ
れ

ま
し
た
。

・
□

―
タ

リ
ア
ン
は
.
毎

週
.
例

会
を
開

い
て
.
親

睦
を
深

め
.
地

域
社

会
や
国

際
社

会
に

と
っ
て
重

要
な

問
題

|
こ
つ

い
て
興

味
深

く
有

益
な

プ
ロ
グ

ラ
ム

を
楽

し
ん

で
い

ま
す

.

会
員

は
.
推

薦
制
度

|
こ
よ

っ
て

入
会

し
.
そ

の
合

昌
組

織
は
地

域
社

会
の
検

断
面

と
な

っ
て

い
ま
す
。

函
館
北
□
―
タ
リ
ー
ク
ラ
フ
は

w
e
b
(
ホ

ー
ム
ベ
ー
ジ

)
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

h
t
p
l
′

v
w
ハ

v
	
h
a
k
o
d
a
e
―

ぃ。
r
t
h
	
o
r
g
/

e
‐
m
a
l
l
ア
ド
レ
ス

r
o
t
a
r
y
@
h
t
t
o
d
a
t
e
―
∩
o
r
t
h
	
o
r
8

2
0
0
3
-
0
4
年

度
	
函
館
北
□
―
タ

リ
ー
ク
ラ
フ
の
事
業

目
標

1
	
-
囲

の
健
全
化

―
創
立

5
0
周

年
に
向
け
て

2
	

親
睦
「

こ
の
万

と
出
会

つ
て
よ
か

つ
た

|
」

-
2
0
0
3
年

9
月

2
1
日

創
立
記
念
式
典
・

懇
規
会

が
最
大
の
「
親
睦
の

日
」

3
	

奉
仕

―

*
地

域
社
会

【
市
へ
交
通
安
全
車

(
“
∞

c
c
)
の

寄
贈

囃
念
事
業

)

□
―
タ

リ
ー
に
よ

る
新

世
代
へ
の
教
育
開
発

信
欲
開
発
を
目
指
す

.

―
子
供
・

家
庭
・

贈
業
奉
仕
委
員
会
を
通

し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
一

*
国

際
奉
仕

:
国

際
奉
仕
活
動
の
・
芽 ・

を
育

て
る

今
、

1
也
国

で
は
.
一

万
円
の
奉
仕
の
価
値

が
十
倍
・

二
十
倍

に
た
か
め

ら
れ

ま
す

.

「
R
1
	
3
4
0
0
地

区
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・

ジ
ョ
グ
ツ
ャ
カ
ル

タ
・

タ
マ
ン
サ

リ
∩

C
を

通
じ
て
.
小

学
校

の
図
書
館
支
援
の
た
め
.
本

箱
・

机
・

本
1
5
0
0
冊

な
ど
の
物
品
を
寄
贈

す
る
。
」

4
	

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ヨ
ン
委

員
会
を
設
置

し
、
当
ク
ラ
フ
と
外
の
ク
ラ

フ
と
の
情
報
を
円
滑

に
し
.
合

わ
せ
て

会
員
企

業
の
情
報
交
換

|
こ
貢
献

す
る
。

5
	
友
人
の
言
動
に
好
意

を
示

し
.
友

人
の
成
長
を
願

っ
て

.
.
.
手

'
'
を

貸
し
ま

し
ょ
う
.
一

―
―
L
a
Ⅸ
,
a
卜

け
d
	
a
x
i
	
T
よ
e
	
A
c
t
d
,
w
t
h
	
α
l
	
h
e
a
t
r
e
l
i
	
c
a
e

―
f
α
	
R
o
t
a
v
、

l
n
t
e
n
a
t
ぼ

u
	
v
l
s
(
ぃ

1

◎
7
月

1
6
日

出
席
報
告

員
,
ミ

4
3
名

出
席

率
対

象
会

員
4
2
名

出
席

規
定

免
除

会
員

1
名

出
席

率
規

定
免

除
会

員
1
名

当
	

日
	

出
	

席
2
8
名

当
	

日
	

欠
	

席

他
ク

ラ
ブ

出
席

7
名

3
5
名

出
1
市

率
8
5
.
3
7
%

。
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
倒
会
移
動
案
内

)
電
話
2
6
-
3
1
7
0
番

|ヽ
●
′

北
村
	
祐
治

会
長

テ
ー
マ
『
Y
E
S
,
I
	
D
O
l
』

さ
あ
、
行
動
し
よ
う

!

苺苺苺一鷲一〓一一一一苺
苺苺苺

苺苺｛
， 奪苺華

苺

7
月

3
0
日

卓
話
	

木
村
	

良
一

氏

●“

.ヽ
.
.
′

苺苺苺一一苺苺

《
鋼 目

1
9
3
0

例
会
》

第
6
号

8
月

6
日

(
水

)

創
立

4
0
周

年
記
念
式
興

2
(
0
3
9
2
1

移
動
例
会
「
夜

間
ビ
ヤ

パ
ー
テ

ィ
」

ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
	
午
後

6
時

1
5
分

～

グ
ス
キ
ン
Ⅲ
友

2
週
間
無
料
体
験
実
施
中

ダ
ス
キ
ン 「
お
い
し
い
水
ピ
ュ
ア

1
」
。

〒

“

0
‐
〔X
7
7
	
函
館
市
吉
川
町
5
-
3
3

8
0
1
3
8
-
4
1
-
1
1
9
9

●ロ
l

お
気
軽
に
お

1
:
議
く
だ
さ
い

2
4
お
日
以
内
に
お
届
け
し
ま
す

.

い
つ
t
バ

ス
ト
の
お
い
し
い
水

.

レ
ン
タ
ル
浄
水
器

函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報

T
h
e
	
W
e
e
k
l
y
	
R
e
p
O
r
t
	
o
f

H
a
k
o
d
a
t
e
	
N
o
r
t
h
	
R
.
C
.

本
日
の

プ
ロ
グ
ラ
ム

自
主

体
会

8
月

2
0
日

ゲ
ス

ト
卓
話

次
回
・

8
月

1
3
日

プ
ロ
グ
ラ
ム

2
0
0
3
～
2
0
0
4

1
4
名

出
	

席
	

合
	

計

2
0
0
3
～

2
0
0
4
年

E
:
I

R
I
会

長
ジ
ョ
ナ
サ
ン

B
.
マ
ジ
イ
ア
ヘ

国
際
□
―
タ

リ
ー
の
テ
ー
マ

『
手
を
貸
そ
う
』

ヽ
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晃

ロ

例
会
場

1
函

館
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ホ

テ
ル
	
〒

0
4
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‐
0
0
6
4
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館
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5
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1
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3
‐
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5
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:
毎
週
水
曜
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1
2
1
3
0
～

1
3
:
3
0
	
事
務
局

:
函
館
市
大
手
町
5
-
1
0
ニ
チ
ロ
ビ
ル

4
F
	
I
[
[
2
3
-
3
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7
0



V

(
3
3
)

た
だ

き
た

い
と
思

っ
て
お

り
ま
す

。

4
0
周

年
記
念

式
典

の
成

功
の
た

め
、

是
非

、
皆
様

の
ご
協

力
を
お
願

い
い
た

し
ま
す
。

く
北
村

祐
治

会
長

〉

た
だ

い
ま
.
実

行
委

員
会
幹

事
か

ら
記
念

登
録

料
を
5
,
0
0
0
円

値
上
げ

し
た

い
と
い

う
報

告
が

あ

り
ま

し
た
が
、

函
館

市
の
観
光

振
興

に
つ

な
が

る
も
の

で
あ

り
、

協
力

を
い
た
だ

き
た

い
と
い

う
中

し
出
が
私

の
と

こ
ろ
に

も
あ

り
ま

し
た
。

理
事
会

に
諮

っ
て
決

定
し
た

い
と
思

う
の
で

ご
理

解
を
お

願
い

し
ま
す
。

●
親

睦
活

動
委

員
会
	

久
保

田
	

博
委

員
長

8
月

6
日

の
夜
間
例

会
は

、
今

日
現

在
、

会
員
2
5
名

、
婦

人
1
1
名

の
計
3
6
名

か
ら
中

し
込

み

を
い
た

だ
い
て

い
ま
す

.

趣
向

を
凝

ら
し
た

ビ
ア
パ

ー
テ

ィ
と

し
た

い
で
す
。

ビ
ー

ル
の
利

き
酒
.
お

酒
を
飲

ま
な

い
方

の
た

め
勝

ち
馬

投
票

も
予
定

し
て

い
ま
す

。

ノ
ー

ス
ア
イ

ラ
ン
ダ

ー
ス

の
演

奏
も
あ

り
ま
す
。

是
非

、
参

加
下

さ
い
。

◎
幹
事

報
告
	

柴
崎
	
	

晃
幹

事

。
名`
ク

ラ
プ
の

8
月

1
3
日

の
例

会
は
、

自
主
休

会
に
変

更
し
ま
す

。

O
千

葉
港
R
.
C
.
活

動
計
画

書
と
会
報

が
届

い
て

い
る
の

で
回
覧

し
ま
す

。
な
お

、
ま
だ

計
画

書
を
提

出
し
て

い
な

い
委

員
長

さ
ん
.
提

出
宜

し
く
お
願

い
い
た

し
ま
す

。

0
8
月

の
理

事
会

は
、	
8
月

6
日

1
7
1
+
3
0
分

か
ら
ハ

ー
バ

ー
ビ
ュ
ー

ホ
テ

ル
で
行

い
ま
す
。

0
8
月

7
日

の
函
館

R
.
C
.
ま

た
8
日

の
両
館

五
稜
郭
R
.
C
.
は

共
に
夜
間

例
会

に
変

更
と
な

り
ま
す
。

0
颯

睦
活

麟
委

員
会
	

久
保

田
	

博
委

員
長

ニ
コ
ニ

ヨ
B
O
X
投

入
報

告

北
村
	

会
長

…
…

も
う
少

し
で
港

ま
つ

り
で
す

。
皆

さ
ん

楽
し

く
盛

り
上
げ

て
く
だ

さ
い
。

田
畑
	

会
員

…
…
B
O
X
に

協
力

.

高
橋
	

会
員
…

…
	
	

″

大
谷
	

会
員

…
…
	
	

″

南
木
	

会
員

…
…
	
	

″

小
池
	

会
員

…
…
風

邪
を

ひ
か

な
い

よ
う
に
。

い
つ

ま
で

も
寒

い
で
す
ね

。

小
笠

原
会

員
…

…
親
睦

委
員

ご
苦
労

様
。

久
保

田
会
員

…
…

来
週

の
夜

間
例

会
よ

ろ
し
く
お
願

い
い
た

し
ま
す
。

鈴
木
	

会
員
…

…
お
久

し
ぶ

り
で

す
。

(
3
4
)

◎
車

話
	
「
職

業
訓

練
の
概

要
に

つ
い

て
1
	
	
函

館
職

業
能

力
開

発
促

進
セ

ン
タ
ー

開
発
援

助
課

長
兼

訓
練

課
長
	

木
村
	

良
―

氏

今
日
は

、
貴

重
な

時
にり

を
い
た

だ
き

あ
り
が

と
う

ご
ざ

い
ま
す

。

雇
用

能
力

開
発

機
構

の
前

身
は
.
雇

用
促

進
事

業
団

と
言

い
ま

し
て

、
炭

坑
離

職
者

の
方

々
の
職

業

訓
練

か
ら
始

ま
つ
て

お
り

ま
す

。
昭

和
3
8
年

に
労

働
省

の
特

殊
法

人
と

し
て

発
足

し
.
平

成
1
1
年

に
雇

用
能

力
開

発
機

構
と

い
う
名

称
に
変

更
し
て

お
り
ま
す

。
職

業
訓

練
と

中
小
企

業
の

支
援

が
主

な

業
務

で
す

が
、
最

近
マ

ス
コ

ミ
に

叩
か

れ
て

お
り

ま
す

。

画
館

、
七

飯
、

上
磯

、
大

野
、

森
、

八
雲

に
勤

労
者

福
祉

セ
ン

タ
ー

が
あ

り
ま
す

が
、

金
が

か
か

る

た
め

特
殊

法
人
か

ら
切

り
離

す
よ

う
に
指

示
が

あ
つ
て

か
ら
、

投
げ

売
り
で

は
な

い
か

と
新

聞
な

ど
に

叩
か

れ
て

お
り
ま
す

。

少
し
申

し
上
げ

た
い

と
思

い
ま
す

が
.
勤

労
者
福

祉
セ

ン
タ
ー

は
土
地

を
市
町

村
か

ら
借

り
て

私
ど

も
が

建
て

お
り
ま
す

。
返

還
す

る
場

合
は

更
地

に
し
て
返

還
し
な

け
れ

ば
な

ら
ず
.
何

千
万
.
何

億
と

い
う
お

金
が

か
か

り
ま
す

。
そ

れ
だ

け
の

金
を
掛

け
る

の
で

あ
れ

ば
、

市
町

村
に
買

っ
て

い
た

だ
い

た

方
が

安
い

と
い

う
こ

と
で

、
何

百
万
.
何

千
万

と
い

う
安

い
値

段
に

な
つ

た
も
の

で
ご

ざ
い

ま
す

。

本
論

に
入

ら
せ

て
い
た

だ
き

ま
す
。

雇
,
H
・

能
力
開
発
機

構
は

、
厚

生
労

働
省
の

外
郭

団
体

で
雇

用
の

開
発

と
い

う
事
業

発
展

を
し
て

い

ま
す

が
.
事

業
主
へ

の
雇

用
管

理
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン
グ
、

い
わ

ゆ
る
職
場

改
善
を

し
て

い
た

だ
く
た

め

の
事

業
を
行

っ
て
お

り
、
4
7
都

道
府

県
に
セ

ン
タ
ー

を
設

け
て
情

報
等

の
提

(
'
t
を
行

っ
て
お

り
ま
す
。

雇
川

開
発
業
務

と
し
て
は
、

企
業

の
活
性

化
と
雇

用
創

出
へ

の
支
援
.
求

職
者
へ

の
職

業
・

就
職

コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン
グ
な

ど
を
行

っ
て

お
り
.
能

力
開

発
業
務

と
し
て

は
.
職

業
能

力
開
発

大
学

校
、

短
期

大
学
校

を
有

し
.
高

度
な
職

業
を
実

施
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、

函
館

の
ポ

リ
テ

ク
セ

ン
タ
ー

の
よ

う

な
施

設
は
全

国
に
6
0
箇

所
あ

り
ま
す

。

職
業

能
力
開
発

の
た

め
の
講
座

、
セ

ミ
ナ

ー
と

し
て
遠

隔
教
育

訓
練

も
行

っ
て
お

り
ま
す

が
、

こ
れ

は
全
国
1
0
0
箇

所
の
施
設

で
専

用
の
衛

星
回
線

を
利
用

し
て
、

専
門

の
講

師
に
よ

り
雇
用

の
創

出
等

に
つ

い
て

の
教

育
を
行

っ
て

お
り
ま
す
。

Vν

次
に
、

ポ
リ
テ

ク
セ

ン
タ
ー

函
館

の
訓
練

コ
ー

ス
に
つ

い
て
説

明
し
ま
す
。

高
度

な
技

能
、
技

術
を

身
に
付

け
て

再
就
職

に
役

立
て

て
い
た
だ

く
た

め
、

い
ず

れ
も
6
ケ

月
の

コ
ー

ス
で
す

が
、

住
宅

の
リ

フ
ォ
ー

ム
技

術
を
習
得

す
る
住
宅

サ
ー

ビ
ス
料

、
パ

ソ
コ

ン
を
利

用
し
た
経

理
事
務

の
技

能
習

得
の

た

め
の

ビ
ジ
ネ
ス

ワ
ー

ク
科

、
テ

ク
ニ

カ
ル

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ
ン
科

、
住
宅

サ
ー

ビ
ス
科

な
ど
が

あ
り
ま
す
。

3
ケ

月
コ
ー

ス
と

し
て
は
、	

ビ
ジ
ネ
ス

ア
プ

リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
科
.
	
1
ケ

月
で

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

の
基
礎

を
学

ぶ
情

報
リ
テ

ラ
シ
ー
科

な
ど
を
設

け
て

お
り
ま
す
。


